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化学物質等安全データシー ト(MsDS)

1 化 学物質等 及び 会社情報

化学物質等 (商品名)  プ ルーフロン プライマーS

会 社  名 日本特殊塗料株式会社

住   所        〒 114-8584 東京都北区王子 5-16-7

担当 部 門       九 州工場技術課   T E LNo 0942-89-5661  FA XNo 0942 89-5411

担 当  者        杉  正 史

作 成  者        矢 野隆子

緊急連絡先       担 当部門に同じ       作 成・改定 2000年 1月 15日

2 組 成、成分情報

成 分  名 C A SNo 含 有 量 (%) 備 考
1 トリレが)ヘ ツシアネート 2647162‐5 1～3 PRTRl種
2 キシレン lSy)み 7 努 官拓 PRTRl種
3 エテルベンゼン 1い 41-4 15へを5 PRTRl呑 重
4 酢酸ェテル 141‐786 1 ‐ ■ 5

3 危 険有害性の要約

分類名称 :  引 火性液体 急 性毒性物質 そ の他の有害性物質
危険有害性コメント ・燃えやすい液体である。

・蒸気が滞留すると爆発の恐れがある。
・有機溶剤中毒を起こす恐れがある。
・火斑騨 蓮重約優影響を与える樹防ち織歴路鉾子している。
・イツシアネートを含有するため蒸気ロミストを吸入すると健園障害を起こす召れ力める。
・肢揮誰華敦郵運こす花幹防滉 。

づ灘説W境乱つある物質を含有している。

4 貫慧 埴

4 1目 1毛入つた薄誰き ・白らに大屋玄済争争な流沐無封5チれたE先う。まおVI駆妻まて薪茎曽→先う。
・出来るだけ速く園師の診断を受けること。

42皮 目こ付着した ・付着物産和こて素早ぐ式き取&

場合     ・ 大量助臨鞄幡厳貿前搾義預競剤を使用して丸樹弱任瑳予とすこと。お紙 シカ 鮒
しないこと。

・夕様翻彰田脱 られたたり、励 鞠 J胡雲岡梼甥猛壼郵すること。
4.3吸 入した場合 ・力詩話ガス等を渇 司取帥 ョよ直ちに空気の親鉢倒場琉韓 ょ暖かく安静ョナ&

呼吸が不規則か止まっている場創ヨよ人コ甲吸を行う。嘔叫例線 ませないようにす極
直ち1荘竪碑 をヨすること。

4.4蝕械Mだ   コ 誤つ召鞠帆M及 拶倒 Jょ安勲こし直ち1祖 圃 組 すること。
場合     ・ 嘔畦勿魏 ませないこと。

・困而溢閑こよる以州納四 型助せないこと。

5 火 災時の措置

使用可能消火剤   ・ 炭酸ガス 泡  粉 末 乾 燥砂

,肖火 方 法    ・ 適切な保護具 (耐熱性着衣など)を着用する。
・可燃性のものを周囲から素早く取 り除く。
・指定の消火剤を使用する。
・高温にさらされる密閉容器は水をかけて冷却する。
,消火活動は風上から行う。
・水を消火に用いてはならない。
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6 漏 出時の措置   白 作業の際には適切な保護具 (手袋、保護マスク、エプロン、ゴーグル等)を着用する。

・漏出物は密閉できる容器に回収 し安全な場所に移す。
・乾燥砂、土、その他の不燃性のものに吸着させて回収する。大量の流出には盛土で

囲つて流出を防止する。
・付近の着火源、高温体及び付近の可燃物を素早く取 り除く。
・着火した場合に備えて適切な消火器を準備する。
・衝撃、静電気にて火花が発生しないような材質の用具を用いて回収する。
・付着物、廃棄物などは関連法規に基づいて処置する。
中河川等へ排出され環境への影響を起こさないように注意する。

7 取 扱い 及び 保管上の注意

7 1 取 扱い上の  ・換気の良い場所で取り扱う。

注意    白 容器はその都度密栓する。
・周囲で火気、スパーク、高温体の使用を禁止する。
・静電気対策のため、装置等を接地 し、電気機器類はは防爆型を使用する。
・工具は火花防止型のものを使用する。
・作業中は帯電防止型の作業服、靴を使用する。
白使用済ウエス、塗料カス、スプレーダス ト等は廃葉するまで水に漬けておくこと。
・密封された場所における作業には、十分な局所排気装置を付け、適切な保護具を付

けて作業すること。
・皮膚、粘膜、又は着衣に触れたり目に入らぬよう適切な保護具を着用する。
'取扱い後は手、顔等を良く洗い、休憩所等に手袋等の汚染保護具を持ち込まない。
・指定された以外の材料と混合しないこと。

7 2 保 管上の   。 日光の直射を避けること。

注意    。 通風の良い所に保管すること。
・火気、熱源から遠ざけて保管すること。

8 暴 露防止 及び 保護措置

8 1 設 備対策   白 取扱い設備は防爆型を使用する。
・排気装置を付け、蒸気が滞留しないようにする。
白液体の輸送、汲み取り、撹絆等の装置は接地する。
・取扱い場所の近くに高温、発火源、となるものが置けない設備にする。
・屋内塗装の場合、自動塗装機を使用する等、作業者が直接暴露されない設備にする
か、局所排気装置等により作業者が暴露から避けられるようにする。
・タンク内部等の密閉場所で作業をする場合、底部まで十分に換気できる装置を取

り付ける。
'長時間取り扱う場合、給排気が十分にとれ暴露を受けない設備にする。

8 2 保 護具

目の保護    ・ 保護メガネを着用する。

皮膚の保護   ・ 有機溶剤が浸透 しない手袋を着用する。

呼吸系の保護  ・ 有機ガス用防毒マスクを着用する。
・密閉された場所では送気マスクを着用する。

その他の保護具 白静電塗装を行う場合は通電靴を着用する。

9 物 理的 及び 化学的性質

液体 色相  :淡 黄色透明    臭 気 :有 機溶剤臭

1 3 8～144℃      蒸 気圧 :1333P  a ( 3 2℃)
100～105g/ c m 3    p H   i該 当せず
24 09c 発火点 :529℃

状態 (20℃)

沸 点

密 度

引火点

爆発限界 (下限)11% (上 限)70%
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10 安 定性 及び 反応性

10 1反 応性 条 件 (温度・光等)      ・ 標準的な条件では反応 しない。

10 2接 触により危険性のある物質     ・ 情報を有 していない。

10 3燃 焼などによる有害性ガスの発生   ・ 大量に燃焼すると爆発の危険性がある。COな ど。

10 4そ の他の反応性情報         ・ 通常の取扱い条件下では安定である。

11 有 害性情報

害性及 濃度基準

物 質  名 管理濃度 ACGIH(TLヽ つ IARCクラス その他の有害性

トリレデ)ヘ ソシアネート 0.005ppm 0.005ppm 2 B LD50=41 30mg/kg(経ロロラット)
キシレン 100ppm 100ppm LD50‐4300mg/kg(経回ロラット)

エチルベンゼン 100ppm LDin i3500mg/kg(経 回 ロラット)
酢酸エチル 400ppm 400ppm LD50=5620mg/kg(経 口・ラット)

11 1組 成物質有害性及び暴露濃度

11 2製 品に関する有害性情報    製 品としての安全性試験は行つていない。

12 環 境影響情報  口漏洩、廃棄の際には環境に影響を与える恐れがあるので取扱いに注意する。
特に、製品や洗浄水が地面、川や排水溝に直接流れないように対処すること。

13 廃 棄上の注意

・廃塗料、容器の廃棄物は許可を受けた産業廃棄物業者と委託契約して処理すること。
・容器,機 械装置等を洗浄した排水等は、地面や排水溝へそのまま流さないこと。
口廃水処理、焼却等により発生 した廃棄物についても、

"廃
棄物の処理及び清掃に関する法律

"及

び 関係する法規に従つて処理を行うか、業者に委託すること。
・廃塗料などを焼却処理する場合、畦藻土等に吸着させて、開放型の焼却炉で少量づつ焼却する。

14 輸 送上の注意

共  通    ・ 取扱い及び保管上の注意の項に従うこと。容器に漏れの無いことを確かめ、転倒、
落下、損傷が無いように積み込み、荷崩れ防止を確実に行うこと。

陸上輸送   → 肖防法、労働安全衛生法、毒劇法に該当する場合はそれぞれの該当法規に定めら

れた運送方法に従う。

海上輸送   ・ 船舶安全法に定めるところに従うこと。

航空輸送   ・ 航空法に定めるところに従うこと。

国連番号   口 1263

15 適 用法令  口 労働安全衛生法 危 険物 :引火性のもの 有 機則 :第 2種有機溶剤 村 限J第 2類物罰
MSDS対象物質

口消 防  法    危 険物第 4類 第 2石 油類 (非水溶性液体 危 険等級工)
・PRTR法    第 1種指定物質
・船舶安全法   中 引火点引火性液体

16 そ の他の情報

主な引用文献  口 「MSDS用物質データーベース (塗料用)」 (社)日本塗料工業会
・「MSDS作成ガイ ドブック (塗料用)」   (社 )日本塗料工業会
・「ザックス 有 害物質データブック」   丸 善
口

原 材 料 メ

ー

カ

ー

M S D S

注  意   。 この MSDSは、現時点で入手 した資料に基づいて作成しております。当該製品の危険'有害性
に関する情報及び評価は原材料の情報から推定したものであり、必ずしも十分なものではあ
りません。取扱いには十分ご注意下さい。

日この MSDSは新 しい知見により予告なく改定することがあります。
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販     (PRTR調

1 化 学物質等及び会社障服

難 称   功 片 フロンプライマーS

朝        日 本昨骸堤曇料材壷鼈封性

住所      〒 1148584 東京都北区王子5-16-7

担聾押弓   刈 舶暁謝諭課          侮 脂   ノ 畷 誠

葛 辞野手     0 9 4 2 - 8 9 - 5 6 6 1         F A X番 号    0 9 4 2 - 8 9 - 5 4 1 1

4旬戎・已嘘 日  2001年 5月12日徹

2綱 去 虎村諏

イ舶 及悌 舘 置 1 0 / O l 十の い

トリレデ)ヘ ソシアネート 20 1種指定 338番

キシレン 3 0 1種指定 63番

エテルベンゼン 2 0 1種指定 40番

該当MSDS  製 品 名  功 片 フロンプライマーS

備   考    ,含 有畳的 りません。製品の間託上 多焼舞弥弟鋭葬油遊ります。
,このPRTR鵡 表現時点で入手した資料こ壁づいて作成しております。
・このPRTR調 査詞車 及び新しい疑則こより予告なく改定することがあります。


